
日増しに朝夕がめっきり冷え込むようになり、すっかり秋めいてきました。食欲

の秋、スポーツの秋、読書の秋・・・と何するにも良い季節になりました。できる

ことなら、行楽や旅行などにも行きたいところですが、コロナ禍ではなかなかそう

もいきませんね。季節の変わり目ですので、皆さま体調にはお気をつけください。 

上条集落見学会と「上条を活性化する会」主催のダイコンの収穫体験、上条で採れた新鮮野菜の販売

会を開催します。（事前申込要、野菜販売会のみの参加可） 

■開催日 １１月３日（水・祝） ※雨天決行 

■時間及び参加費 

〇見学会 午前８時３０分～１０時頃 

 参加費無料 ※別途保険料１人１００円 

〇収穫体験・野菜販売会  

午前９時～１１時のご都合の良い時間にお越しください。 

 ※収穫体験される方は事前に参加時間をお知らせください。 

参加費１，０００円（個人・家族）※別途保険料 1 人１００円 

ダイコン１０本プレゼント♪ 

■場所 福蔵院 駐車場（集合） 

■収穫体験会定員 ４０組程度 

■申込 １１月１日（月）までに電話またはＦＡＸをお願いします。 

■お問合せ 甲州市教育委員会文化財課 TEL：0553-32-5076  FAX：0553-32-5172 当日連絡先：090-3095-0379 

■その他 

※マスク着用をお願いします。収穫体験の方は汚れてもいい服装でご参加ください。 

※天候状況により、収穫体験が中止となる場合がありますが、見学会、野菜販売会は行います。 

※詳細は市ホームページをご覧いただくかお問い合わせください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

甲州市教育委員会 
☎32‐5076 

第１４９号 

令和 3 年 10 月 
 

 上条 報告 Kamijo report 

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 上条農園・ダイコンの種まき 

８月２９日（日）、上条農園にて、上条を活性化する会によるダイコンの種まきが行われました。

まだまだ残暑が厳しいなかでの作業でしたが、今年も普通のダイコンに加えて漬物用のダイコンも

多く植えました。数日後には無事発芽し、ダイコンはすくすく育っています！ 

そして、１１月３日（水・祝）に、今年も恒例の「ダイコンの収穫体験会・野菜販売会」を開催し

ます。ご家族、ご友人お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください！ 

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

 
 

 今月号から「お家で学ぼう！上条集落」として上条集落はもちろん！地域に関わる歴史や文化などわ

かりやすく解説していきます！vol.２は、上条集落内の自然環境・土地利用についてお話します。 

上条集落見学 

 ８月３０日（月）から９月３日（金）の５日間、甲

州市教育委員会文化財課において、山梨大学生命環境

学部２年生３名のインターンシップ実習を実施しま

した。 

 実習生の皆さまには、実際に文化財課の業務を体験

していただくとともに、地域資源を活用した観光ルー

トづくりを行っていただきました。 

観光ルートを作成するにあたり、上条集落はもちろ

ん、甲州市内の観光名所・文化財などを見学していた

だきました。 

 

お家で学ぼう！上条集落 vol.２ 

上条集落は、重川の氾濫原がやや緩やかになる小田原橋か

ら、１キロメートルほど北上した場所にあります。金剛山と呼

ばれる舌状台地が南北方向にはしり、台地北端の付根部分に所

在する集会場を兼ねた観音堂を馬蹄形に囲むように雛壇状の

集落が形成されています。 

この金剛山には、観音堂、金井加里神社、真言宗福蔵院があ

り、宗教施設が集中しています。特異な地形そのものが信仰の

対象になっていたようにも思われます。 

養蚕の振興に伴い、茅葺切妻造主屋に「突き上げ屋根」を付

加し、さらに増産を図るため、敷地に養蚕に特化した別棟の蚕

室を設けられました。 

畑地については、養蚕に代わって果樹栽培が盛んになると、

桑畑や棚田にはそのままスモモやモモ、ブドウが植えられ、現

在まで果樹生産をしています。 

■上条集落地図 

山梨大学生インターンシップ実習 

道祖神場 

福蔵院 

金井加里神社 

 

六地蔵幢 

  

観音堂 

昭和２１年頃 現在 

金剛山 

集 落 

時代と共に産業は変わっていきましたが、自然環境や土地利用

は変わらず受け継がれています。 

 

 vol.１では茅葺切妻造主屋の特徴について紹介し

ました。 

過去の「上条報告」はこちらからご覧ください♪ 


